

































































発生年月日，時|昭和39年6月16日 照明43年5月16日 9明昭和53年1月14日 12時i昭和53年6月12日!~~~ :-':A'<，;: / ~:;~ "K ，.， J49分(春)M 7.8，翌17124分(冬)M 7.0，翌 51
刻，季節，規模 113時02分(夏)M 7.5市プM 7.4の余震 1日， M5.8の余震 ¥ 17時14分(夏)M 
震源地，最大震瞳潟県粟暑付近海底割襟裳岬の沖合海底欝さ|伊豆大島西10km 深さ 01仙台市東方約130k皿深さいぎ 40凶最大震度VI，新1150km 雷度は苫小牧VI ， I~_ .u.~:~Å~::~ ~~~~'\I必凶仙台・石巻など震
幅，沼田知 ぺ函館，執八戸，曲ylkm，震度v(大島・概)!度V
| 凶震前3日間大雨があっ1"" 晴 22日， 26-28日に大










襲階8件でヤ薬停りが出品電2件火中よ 3 ・4 ・7 出 火悼隙"同〈I曹富せ主と同時に山岡市1石油の石治ストープ，薬品の転なし(石油スト プ桶火 'り出火〈そのタンク，学校，研究倒による出火が多く発生のために火傷者が多い〕 のローソクの
り出火，民家から出 した (22件) IV-'/~v-"~;". Im'ß w，，， v'/ 1~:Y ~2f4) 
|火ず 大階学に(薬品延)で， 4. 7 延 焼昭石のタンク火災は隣接延焼火災は比較的少ないなし おいて焼した(ガ









































分| 新潟地震1十勝沖也会| 伊豆大島近海地震 | 宮城県沖地震
波間忠霊長波に及ぶ11干潮時のため被害は軽微!なし 120ω程度で被害なし
湾麟港で護岸堤の陥没 i 隅駄て岸壁の陥没・|石巻など岸壁の詰下(傾，倒壊 '1防波堤の破損 |積率 |倒)クレーン破損






者 26人 49入 25人 28人
明_1 0 3人 o 0 
者|必7人 330人 205人 10，247人
物|ω備 673;棟 9嚇 1，279煉
物|仰3棟 3，004棟 61嚇 |ι71嚇
表-2 年令別男女別死傷者の比較 (1978年宮城県沖地震〉
年令(歳〕・性別|死亡者 1 重傷者|軽傷者|不 明|負傷者本
男 5 10 96 2 108 
0-12 女 5 10 99 5 114 
小計 10 (35. 7) 20 (12.5) 195 (18.6) 7 ( 8.4) 222 (17.2) 
男 1 36 1 38 
13-19 女 一 2 59 6 67 
ノト 計 一 3 ( 1.9) 95 ( 9.1) 7 ( 8.4) 105 ( 8.1) 
男 3 40 198 13 251 
20-59 女 3 48 403 38 489 
小計 6 (21. 4) 88 (55.0) 601 (57.3) 51 (61. 5) 740 (57.3) 
男 3 7 38 2 47 
60以上 女 9 40 114 11 165 
小計 12 (42.9) 47 (29.4) 152 (14.5) 13 (15.7) 212 (16.4) 
???
[2 ( 1. 2) 1 5 ( 0訂示。)1 12 ( 1. 0) 



























































































図 …口 トい山4ω 9 
50-70% 需l:





図一-2 ~地也目による宅地増力加日率(Iω96ω9-1凶97苅6) 図-3 小売宿舗数増加率 (ω1968-1976)
表-3 宮城県下での地震被害に占める仙台市と鳴瀬町の割合
項 目 宮城県 仙台市 鳴瀬町
人 同 8，0臥(100)I 597，139 (30.3) I 11，714 (0.6 ) 
和昭 …4億円。∞~ I 3，836.76 9.32 (0.07) 51 
年況現
商品販売額 10，ω3.11億円 (100) 5，072.00 (48.3) 19.11 (0.2 ) 
2， 21O.54~円 (1ω~I 663. 77 13.37 (0.6 ) 
市町村税額 714.52億円 (100) 350.59 (49.1) 1. 96 (0.3 ) 
死 亡 者 27人 (1∞) 13 (48.1) (一〉
重 傷 者 262人 (100) 125 (47.7) 8 (3.1 ) 
軽 傷 者 10，700人 (100) 9，175 (85. 7) 4 (0.04) 
全 壊 住 1，.377p (1∞; I 715 48 (3.5 ) 
物 半 壊 住 6，123戸(100) 3，271 (53.4) 141 (2.3 ) 
的
被 害 総 額 2，308.15億円 (100)* 1，114.12 (48.3) 49.94 (2.2 ) 
住家被害額 599.54億円 (100) 354.08 (59.1) 22.60 (3.8 ) 
被
非{主家被害額 185.14億円(100) 82.48 (44.6) 7.16 (3.9 ) 
商工関係被害額 957.53億円。∞〉 567.74 (59.3) 5.96 (0.6 ) 
害
土木関係被害額 269.30億円 (100)* 38.17 (14.2) 4.39 (1. 6 ) 
教育関係被害額 75.93億円 (1∞) 41. 71 (54.9) 3.85 (5.1 ) 
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業よ¥|件数|被害額 16集室長[件数|被害額 16袋詰l件数!被害額 1~臨
商 業|川崎|山i…91 1241 ω61 8.9191制 221ω0.148
工業 15，4921ω1 0.2421 5叫 ω91 2. 329 1 6，011 1 2，叫 0竺
その他 19，381 1ω1 1 o. 1271 10 1 2191 21. 900 1仏3911 1，410 1 0.1切


















































































1 仙台市 26 大和町 51 志波姫町
2 石巻市 27 大郷町 52 花山村
3 塩釜市 28 富谷町 53 迫 町
4 古川市 29 大衡村 54 登米町
5 気仙沼市 30 中新田町 55 東和町
6 白石市 31 小野田町 56 中 jil IBT 
7 名取市 32 宮崎町 57 豊里町
8 角田市 33 色麻町 58 米山町
9 多賀城市 34 松山町 59 石越町
10 泉 市 35 三本木町 60 南方町
11 岩沼市 36 鹿島台町 61 河北町
12 蔵王町 37 岩出山町 62 矢本町
13 七ケ宿町 38 鳴子町 63 雄勝町
14 大河原町 39 涌谷町 64 河南町
15 村田町 40 田尻町 65 桃生町
16 柴田町 41 小牛田町 66 鳴瀬町
17 川崎町 42 南郷町 67 北上町
18 丸森町 43 築館町 68 女川町
19 亘理町 44 若柳町 69 牡鹿町
20 山元町 45 栗駒町 70 志津川町
21 秋保町 46 高清水町 71 津山町
22 松島町 47 一迫町 72 本吉町
23 七ケ浜町 48 瀬峰町 73 唐桑町
24 宮城町 49 鴛沢町 74 歌津町

































THE DISTRIBUTION OF THE DAMAGE BY 
THE 1978 MIYAGI-KEN OKI EARTHQUAKE 
Itsuki Nakabayashi * 
ComjうrehensiveU，γban Studies， No. 8， 1979， pp. 15-26 
TI1e damage caused by the 1978 MIYAGI-KEN OKI EARTHQUAKE amounted to one hundred 
billion yen and ten thousand casualties in SENDAI.CITY alone. The total damage in MIYAGI 
PREFECTURE amounted to 269 billion yen. From the viewpoint of damage intensity， the ratio of 
casualties in SENDAI-CITY was very high， but the intensity of the total damage in SENDI.CITY was 
lower th佃 itsvicinities. The amount of total damage in SENDAI-CITY was three tirres as much as the 
annual local tax yields， and the amout in NARUSE.CHO was twenty times as much as its loca! tax 
yields. 
権Centerfor Urban Studies， Tokyo Metropolitan University 
